「第2期下野市地域福祉計画及び地域福祉活動計画」策定にむけた
住民懇談会の概要
1． 目的
参加される市民の方に、地域福祉や地域福祉計画、地域福祉活動計画について理解を深めていただくとともに、地域における福祉課題を把握し、「第2期下野市地域福祉計画及び地域福祉活動計画」策定に向け、基礎となる資料を得ることを目的としました。
2． 日程・テーマ・狙い
全3回開催。各回のテーマと狙いは以下の通り。
各回とも下野市保健福祉センターゆうゆう館にて実施。
	
	開 催 日 時
（参加者数）
	テーマ
	狙　い

	第1回
	9月17日（土）
午前9：30
～正午
（23名）
	地域の良い点と課題について話し合いましょう
	あらためて地域を見つめ、その良い点・改善したい点に関し思い思いにご意見を頂いたのち、それらを整理することで、地域の課題について、クリアなイメージを持って頂くこと。

	第2回
	9月24日（土）
午前9：30
～正午
（18名）
	地域の課題に対して私たちが取り組めることを話し合いましょう
	第1回で整理された内容を素材として、その課題の解決の仕方について、「地域福祉」の考え方を踏まえて検討して頂くこと。

	第3回
	10月2日（日）
午前9：30
～正午
（16名）
	私たちのできる取り組みと、地域福祉計画・活動計画の関係を考えてみましょう
	第2回で検討された課題解決の内容を、「下野市地域福祉計画」、「下野市地域福祉活動計画」の事業・施策と関連付けながら検討していただき、計画についての理解を深めて頂くこと。


第1回から第3回まで、ひとつの筋書きに沿って、地域の課題を「地域福祉計画及び地域福祉活動計画」に結びつけるものとしました。
3． 参加者
懇談会には以下の団体に所属する方、及び計画策定委員のうち一般公募による委員の方の出席をいただきました。
	下野市自治会連絡協議会
	下野市母子寡婦福祉会

	下野市民生委員児童委員協議会
	下野市身体障害者福祉会

	下野市ボランティア連絡協議会
	下野市子ども会育成会連絡協議会

	下野市心身障害児者父母の会
	下野市生活支援準備委員会

	下野市老人クラブ連合会
	


4． 結果
【分野１】地域づくり
■良いところ
・イベントがたくさんある
・老人クラブ活動も活発
・子どもたちがあいさつしてくれる
・昔ながらの住民が多く横のつながりがある
■課題
・イベントへの参加者が少ない
・高齢者の地域交流が減っている
・隣近所のつながりが弱い
・自治会に入らない人や脱会者が増えている
■自分たち・地域の取り組み
・隣近所に挨拶や声掛けをする
・高齢者を子どもの育成事業に招待する
・高齢者の役員就任を免除する規定を作る
■行政・社協、その他の取り組み
・公共施設を有効活用する
・自治会加入の利点をPRする
【分野２】まちづくり
■良いところ
・医療機関や介護施設が多い
・災害が少ない
・通学時の見守りができている
・街灯が整備されていて夜の外出も安全
■課題
・歩道がなく危険な通学路がある
・空き家が多い
・デマンドバスの使い勝手が悪い
・災害時の対応が把握できていない

■自分たち・地域の取り組み
・地域で災害についての話合いや避難訓練をする
・老人クラブの加入をすすめる
・自分の経験、知識を活かすことを考える
・災害時の備蓄をする
■行政・社協、その他の取り組み
・高齢者のための健康づくりの施策を推進する
・デマンドバスの時刻表をつくる
・何でも相談できる窓口を設置する
【分野３】しくみづくり
■良いところ
・行政や社協が新しい取り組みにも積極的
・行政と各団体の連携がとれている
■課題
・ボランティアの参加者が減っている
・相談ごとをたらいまわしされる
■自分たち・地域の取り組み
・いい意味でのおせっかいおばさん・おじさん育成講座を開催する
■行政・社協、その他の取り組み
・ボランティア養成講座を行う
・何でも相談できる窓口を設置する
5． まとめ
懇談会の結果から、第２期計画の施策につながる方向性が以下のとおり見えました。
■「地域づくり」に関して
①子ども、高齢者、障がい者も含めた世代間交流の推進
地域のつながりが薄れてきているという多くのご意見から、世代を越えて誰もが参加できるような行事などを増やすという方向性が示されました。
②世代間交流を契機とした地域住民の把握

自治会には、住民のことは全てわかるところから、集合住宅や転出入が頻繁で、隣りの顔がみえないところまであり、地域の特性や住民のライフスタイルに配慮して交流機会を広げ、住民の把握につなげる方策が求められます。
■「まちづくり」に関して
①住民の知識や経験をまちづくりに活かす取り組みの推進
高齢者など、多くの知識や豊かな経験をもつ人材の潜在力をまちづくりに活かし、生きがいの実感にもつながる、地域に合った取り組みを検討していく必要があります。

②地域で災害に備えるための話し合いや避難訓練の実施

万一に備えたまちづくりが求められており、地域での避難訓練や災害についての懇談会等の実施、自主防災組織の立ち上げも必要とされました。行政へは、災害に備え、地域住民が主体的に、かつ迅速に行動ができるよう情報提供することが求められました。
■「しくみづくり」に関して
①福祉人材の育成につながるボランティア講座の実施
地域における支え合い活動の推進には、地域リーダーやボランティアの役割が重要であり、そうした人材の育成や確保に課題があるため、地域が一体となって人材育成に取り組むとともに、公助共助としても様々な支援策を講じることが求められています。
資料２　
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